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二
日
制
の
普
及
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
、
余
暇
時

増
え
、
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ん
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、
自
ら
進
ん
で
学
習
し
よ
う
と
す

運
も
高
ま
り
、

M

生
涯
学
習
M

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ

な
り
ま
し
た
。

H

生
涯
学
習
M

と
い
う
と
何
か
難
し
く
考
え
が
ち

が
、
簡
単
に
言
え
ば
「
自
分
の
意
志
で
生
涯
に
わ
た
り
、

い
ろ
い

こ
と
を
楽
し
く
学
ん
で
い
く
こ
と
」
で
す
。

分
の
人
生
を
心
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
だ
れ
も
が
、
い
つ

、
ど
こ
で
も
楽
し
く
学
ぶ
時
代
で
す
。

学
ぶ
こ
と
は
楽
し
む
こ
と

ひ
と
く
ち
に
生
涯
学
習
と
い

っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

体
験
す
る
こ
と
も
立
派
な
生
涯

学
習
の
一
つ
で
す
。

生
涯
学
習
は
学
校
の
授
業
と

違
い

、
入
学
試
験
も
期
末
試
験

も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に
合
っ

た
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
自
発

的
に
取
り
組
み
楽
し
む
こ
と
で

す
。

み
ん
な
が
楽
し
く
学
ぶ
時
代

人
生
初
年
と
い
わ
れ
る
今
日
、

こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
が
楽
し
く

学
ぶ
時
代
で
す
。

生
涯
学
習
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
市
や
県
な
ど
が
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

市
が
開
い
て
い
る
中
央
公
民
館

の
生
涯
学
習
教
室
に
は
、
初
教

室
、
約
6
0
0
人
の
み
な
さ
ん

が
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

一
わ
た
し
た
ち
も
一

一
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
一

水野三保子さん

整美体操教室(友道)

a 

マ
イ
ペ
ー
ス
で
続
け
た
い

運
動
不
足
の
解
消
に
と
始
め
た
整
美
体
操
。

今
年
で

6
年
に
な
り
ま
す
。

教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
体

の
調
子
も
よ
く
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き
る
だ
け

長
く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暇
が
あ
れ
ば
、
書
道
や
編
物
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
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明
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4
整
美
体
操
の
み
な
さ
ん

第15回魚津市

生涯学習発表大会
5月21日也.22日(日)
魚津市民会館

日時

会場

，. 
をち究
室塞ぎ成z q45 
警長白ロ

めを
畝肩'1
力 L二

午前 9時~午後5時

午前 9時~午後4時30分

水墨画・絵画・ちぎり絵な

どの作品展示

午後 1時~

謡曲・詩吟・整美体操など

の実技発表

市社会教育課 ft23-1045

会場

時間

魚津市民会館

午後7時-8時30分

受講者募集

県民カレッジ
審季講座

申込期限 5月12日附

申込・間合先 市社会教育課

ft23-1045 

• 21日(土)

• 22日(日)

• 22日(日)

※間合先

h
F
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
る
目
は

真
剣
そ
の
も
の
:
・

先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
納
得

日時 アーマ 講 師

5月14日
NHK解説主幹

仕)
監督の親ごころ 西田善夫

先生

5月21日 がんに
国立カfんセンター名誉院長

ω 克つために 市川平三郎
先生

5月28日
文学を通して深 モスクワ大学助教授

仕)
めた日本とロシ ワレンチナ・

アの友情 グリシナ先生

初
出
口
聞
を
楽
し
み
に

田原久信さん

水墨画教室(末広町)

昨
年
退
職
し
、
何
か
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分

で
取
り
組
も
う
と
、
水
墨
画
教
室
に
入
り
ま

し
た
。水
墨
は
、
二
疋
の
型
が
な
く
難
し
い
で
す

が
、
そ
こ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
所
で
す
。

今
度
の
生
涯
学
習
発
表
大
会
で
は
、
初
め

て
の
出
品
と
な
り
、
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

池田蓉子さん

革手芸教室(緑町)

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す

月
2
回
、
革
手
芸
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

4
年
前
に
、
子
供
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ

た
の
を
機
に
始
め
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
編
物
や
手
芸
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
教
室
で
は
、
先
生
や
仲
間
と

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

身
近
に
こ
う
し
た
学
習
の
場
が
‘あ
る
こ
と

は
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。



別
減
税
額
を
控
除
し
た
後
の
年

税
額
を
、

8
月
か
ら
翌
年
5
月

ま
で
の
叩
カ
月
間
で
徴
収
。

ω普
通
徴
収
分
(
事
業
所
得
者
等
)

第
一
期
分
の
納
付
に
お
い
て
、

特
別
減
税
額
を
控
除
。

今
回
の
減
税
は
、
現
在
の
厳
し

い
景
気
状
況
の
も
と
、
景
気
対
策

の
緊
急
性
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

大
切
な
財
源
で
あ
る
市
税
に
対

し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
新
年
度

に
向
け
て
の
納
税
に
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
民
税
所
得
割

の

減

税

(
最
高
印
万
円
)

市
税
務
課
課
税
係

告
白

1
1
0
0
9

川
特
別
徴
収
分
(
給
与
所
得
者
)

6

・
7
月
分
を
徴
収
せ
ず
、
特

(例)

安
ロ
室
口

前

得

等

税

所

均

成
/
I
l
l
-、

、、11s
t
f
t
t
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円

円

円

ハ
U
n
u
nu

n
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ワ
臼
ワ
臼

Fhυ

円ぺ
u
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口
O

口
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所
得
税
の
減
税

(最
高
2
0
0万
円
)

魚
津
税
務
署E
m
--
3
7
0
 

割

割

後

得

等

税

所

均

成
/
l
l
l
¥

川
給
与
所
得
者

①
1
月
か
ら
6
月
ま
で
に
徴
収

さ
れ
た
源
泉
徴
収
税
額
の
初

%
(
最
高
一

O
O
万
円
)
を
、

6
月
に
還
付
。

②
年
末
調
整
の
際
に
、

次
の
金

傾
を
控
除

年
税
額
の
初
%
相
当
似

ー
①
の
還
付
額

ω公
的
年
金
所
得
者

ωの
給
与
所
得
者
と
同
様
の
取

マ
ふ

ux-

、
•. 

ー十

A
u
w
s
v

ω事
業
所
得
者

①
確
定
申
告
で
減
税
額
を
控
除
。

②
予
定
納
税
基
準
額
の
計
算
は
、

特
別
減
税
を
加
味
し
て
行
う
。

給
与
支
払
者
の
た
め
に

源
泉
所
得
税
の
減
税
説
明
会

0
対
象給
与
計
算
電
算
機
使
用
法
人

5
月
幻
日
(
月
)

法
人
・個
人

5
月
初
日
(
月
)

0
会
場
・
時
間
は
共
に

魚
津
市
民
会
館
に
お
い
て

午
前
日
時
j

日
時

ω分
ま
で

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成

5
年
度
市
税

特
別
徴
収
月
間

4
月
剖
臼
i
5月
白
日

未
納
者
宅
訪
問
中
市

税

務

課

~~ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
訳
・
翻
訳
者

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

市
で
は
語
学
を
生
か
し
て

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
方
や
、
短
期
間

外
国
の
方
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
る
家
庭
を
募
集
中
で
す
。

通
訳
は
登
録
者
の
実
力
に

応
じ
て
お
願
い
し
ま
す
の
で
、

日
歳
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

で
あ
れ
ば
特
に
資
格
は
必
要

と
し
ま
せ
ん
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
原

則
と
し
て
一
年
間
登
録
で
す
。

↓
 

(集

)
国
際
交
流
員
キ
ヤ
ン
!
と

ー
簡
単
な
英
会
話
を
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方

で
も
大
丈
夫
で
す
。

・
講
師
、
キ
ャ
サ
リ
ン

ピ
l
タ
l
ス

省
⑨

第2回

キ
ャ
シ
l
の

や
さ
し
い
英
会
話

市企画広報室国際交流係

ft23-1017 

-
開
催
日

5
月

μ
日
(
火
)
・初
日
(
月
)

6
月
6
日
(
月
)
・日
日
(
月
)

初
日
(
月
)
・幻
日
(
月
)

.
時
間午
後
7
時
初
分

i
9
時

・
予
定
人
員

ω名

・
申
込
受
付

5
月
9
日

i

魚

津

市

職

員

4
月
1
日
付
で
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
部
長
級

v

o
学
校
教
育
課
長
宮
野

O
民

生

部

長

堀

田

和

孝

〈
課
長
代
理
級
〉

〈
次
長
級
〉

O
総
務
課
長
代
理
兼
行
政
係
長

0
水

道

局

次

長

兼

水

道

課

長

宮

正

春

常
楽

O
社
会
福
祉
課
長
代
理
兼
福
祉
保

護

係

長

高

瀬

忠

次

O
農
業
水
産
課
長
代
理
兼
水
産
係

長

大

久

保

義

雄

0
建
設
課
長
代
理
兼
業
務
係
長

石

川

忠

志

〈
課
長
級
〉

0
農

業

水

産

課

長

上

野

束

。

農

林

振

興

課

長

橋

爪

栄

o
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー

所

長

広

田

紘

三

o
行
政
委
員
会
事
務
局
長
高
瀬

章
光
男

の

異

動

高
司



う
お
づ
再
発
見
ツ
ア

i

魚
津
市
政
パ
ス
教
室

マ
申
し
込
み
方
法

o
電
話
、
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・
個
人
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
コ
ー
ス
、
実
施
日

・
団
体
(
初
名
ま
で
)

団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、

希
望
コ

l
ス
、
実
施
日

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

合
お

|
1
0
1
5

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ
そ
の
他

O
参
加
料
は
無
料
。

0
昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

(
A
コ
ー
ス

は
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
。
)

(託法寺で所蔵品の説明を受ける)

種 思リ 実 施 日

(1 )調和ある住みよいまちコース (Aコース) 16月7日(剣・ 9月6日(火)

2査名5孟車対
市役所一一浄化センタ一一一埋没林博物館一一新川文化ホール建設予定地

一一給食センター(職業訓練センターで昼食)一一西部清掃センター

一一桃山運動公園一一水道横枕管理室一一市役所

種 別

(2)明日を築く豊か怠まちコース (Bコース) 6月30日(木)・ 9月29日(木)

2定名員5車一般対

市街昨一一新川文化ホール建設予定地一一石 )11製麺一一一伊東製作所

一一ポリテクカレッジ富山一一桃山運動公園一一一尾崎かまほこ

一一埋没林博物館一一一市役所

種 gU 実 施 日

(3)文化の香り晶いまちコース (Cコース) 110月6自体)・ 11月11日働

2定名員5一艦対象
市役所一一新川文化ホール一一託法寺一一角川ダム一一松倉城祉

一一天神山城祉一一洗足学園魚津短期大学一一市役所

種 gU 実 施 日

(4)ふれあい親子コース (Dコース) 8月28日(日)

4定名員0;量親子対
市役所一一埋没林博物館 天神山城祉 桃山運動公園

一一一水族館、ミラージュ・ランド(自由行動)一一消防署一一市役所

魚
津
市
土
地
改
良
区
総
代

4
月
刊
日
の
選
挙
に
お
い
て
次
の
別
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

旧第 旧第 旧第 旧第 旧第 旧第 旧第 旧第 旧第 旧旧第

経 10
布施西選9 

天 8 道 7 加 6 片 5 下 4 上 3 松 2 上下 1

回 選 神 選 下 選 積選 員選 野選 野選 倉選 島中島中選

村挙 村 挙 村 挙 村挙 村 挙
谷挙

存挙
方挙

村 挙 村村挙
)区 )区 )区 )区 )区 )村 区 )区 )村 区 )区 '---'" '---'"区

村岡 広瀬 木山谷 関武 川田岡 冨伊長 黒山山森 長朝 宮関 木林黒 岩維浅野石
崎回 下本口 口田 岸村田 居東谷 瀬越田川 田野 坂光 下六崎 崎名井田坂

河
衛右 幸

茂幸覚治 豊久 重正金 達也雄幹 正雄光誠
県孝重 輝弥力繁

信義 助信
勝秀 健用 庄道

作治治 之治 典一夫 男悦雄松 夫吉 弘門作 一偉樹治夫、、 、、、 、、、、 、、、、、

川江
上川 井吉崎谷 竹倉 関口

伊小 嶋沢 内大宮津 石石 金塚 島松雛 山石川吉松
口田 藤川 津田 生越ヶ崎 JII JII 谷本 沢永形 形倉崎崎本

哲=義則 正治毅雅彦
明正 隆 勝 慶蔵信丁八一

善通静治
靖 兵喜草美 房隆敏俊貞

男志 隆一 美昇 一芳三雄 進樹 吉一男 直幸行雄雄、 、、 、、 、郎 、、 、、 、、、、、

西尾 栃林高島高木 青森 大久
寺義田 高林孝太

楼坂相馬
竹松尾三 回 石馬 森中 溝村赤河飛
山山谷井 中 崎場 田 口崎坂口世

賢ー 正雄光喜与

保 太

庚保
清正

光彩郎四 武利丈信 秋 清真 雪一 郎市 啓信親 憲
次昭 一郎 雄夫夫秋 雄 則敏 介武征隆良
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立
さ
え
香保
険
年
金
課
保
険
係

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
は
、
日
ご
ろ
か
ら
加
入
者

が
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
あ
い
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
の
医
療
費
に
あ
て
、
助
け
あ
お
う
と
す
る
制
度
で
す
。

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
入
っ
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、

み
ん
な
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
の
加

入
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
と

同
時
に
、
保
険
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

の
医
療
費
を
は
じ
め
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
り
(
助
産
費
)
、
被
保
険

者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
(
葬
祭
費
)

な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。
保
険
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
保
険

税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
国

保
の
運
営
が
苦
し
く
な
る
ば
か
り

か
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
人
の

負
担
を
重
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
税
は
、
納
期
内
に
き
ち

ん
と
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
は
国
保
の

貴
重
な
財
源

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
固
な

ど
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
、
み
な

さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

、

ヲ
O
A

増
え
続
け
る
医
療
費

高
齢
者
人
口
の
増
加
、
医
療
技

術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
年
々
国

8 
23 

0 

保
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
は
、
国
保
財
政
を

圧
迫
し
、
保
険
税
の
値
上
げ
へ
と

跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
。

一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
で
、
医
療
費
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
増
加
を

ス
ト
ッ
プ

一
人
ひ
と
り
の
仙
が
け
か
ら

は
一一一②
¥一回
5
9
4

之、

診

一一ぷ
パ一w
h
，Jr

叩
・

一め

議、阿国・一抑

刷
出
現
|
一間

前
園

一蜘

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
初
歳
そ
こ
で
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で
、

ω年
間
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人
が

納
め
ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
多
少
保
険
料
を
滞
納
す
る
こ
と
な
く
、

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
同
じ
額
の
将
来
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
保

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
つ
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度

い

ま

す

。

が

あ

り

ま

す

。

免
除
は
二
種
類

法

定

免

除

申

請

免

除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
①
収
入
の
少
な
い
人
や
病
気
や
ケ

を

受

け

て

い

る

人

ガ

な

ど

で

経

済

的

に

困

難

な

人

②
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者
年
金
②
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

の
障
害
年
金

(
1
級
・

2
級

)

る

人

を

受

け

て

い

る

人

③

学

生

で

あ

り

、

親

元

の

収

入

が

※
①
②
の
状
態
が
続
く
問
、
免
除
一
定
基
準
以
下
の
人

さ

れ

ま

す

。

※

免

除

申

請

は

毎

年

必

要

で

す

。

学
生
の
免
除
基
準

学
生
の
場
合
は
、
保
険
料
を
親
(
参
考
)
平
成
5
年
度
免
除
の
対

が

負

担

す

る

ケ

!

ス

が

多

く

、

免

象

と

な

る

収

入

の

目

安

除
に
つ
い
て
も
、
親
元
の
収
入
が

基
準
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

a 

告
白

1
1
0
1
2



新消防ポンプ

自動車購入
第12分団(経団地区)に最新鋭の

消防ポンプ自動車が配備され、地域

の防災の一翼を担つことになりまし

た。

.車種・仕様

・三菱キャンター4WD

・馬力 115馬力

・最大放水量毎分 2，4001

・価格上150万円

ぐ

ノ

a 



話題
お知らせくだ‘さい。

広聴係 ft23-1015
僕たち

ピカピカの1年生
4月6日、市内の小学校で一斉に

入学式が行われ、 461名の1年生が誕

生しました。

このうち、上野方小学校では25名

が入学しました。 1年生たちは、お

兄さんやお姉さんの暖かい拍手に迎

えられ元気よく入場。担任の先生から

1人ずつ名前を呼ばれると、「はい」

と大きな声で返事していました。

升方城跡、に

「憩の広場」完成
県定公園整備事業として、升方城跡駐

車場に造成されていた「憩の広場」が、

! このほど完成しました。
憩の広場には、やぐら風展望台や茶屋

風休憩所、庭園風の園路などがあり、ま

わりにはコナラ・ヤマモミジなどが植樹

されています。

この広場を拠点に、升方城跡本丸を経 1 ・・ -

石の門方面への30分程度の散策コ 1，--~，7:::-_;:~， ' . 
ミースがあります。みなさんも、一度出か fi 
雲 けてみてはいかがですか。 1-， ':;~-' 7 :-.-"，・ 4

~……明一……何時何回J何時刻- 一
ー .T-_ 

a 

春うらら桜満開
魚津総合公園の桜が、 4月16日、満開

になり、たくさんの花見客でにぎわいま

した。

水族館横の総合公園は、市内唯一の桜

の名所。ソメイヨシノ340本、オオシマザ

クラ60本が植樹されており、毎年見事な

花を咲かせます。

公園内には、夜桜用のボンボリも取り

付けられ花見ムード満点。家族連れや会

社のグループなどが大勢訪れ、満聞の桜

を楽しみました。



春風に泳ぐこいのぼり
野方保育園のこどもたちが、 4月19日、

市役所屋上でこいのほ、りを揚げました。

この日は、 4歳児と 5歳児の園児40人

が参加。園児たちは、「こいのぼりの歌」

を歌いながら元気よく綱を引くと、大き

なこいのぼりは空高く揚がり、春風の中 ? 円

かのこゆりの里で

をまちの
地域の催しものなど

企画広報室広割

スイセンフ工スティパル
4月23日、かのこゆりの産地で知られ?

る長引野地区で、 「スイセンフェスティ

バル」が聞かれました。

約1.4haの畑には、パステルナーク、ゼ

ラニウムなど白や黄色のかれんな花が一

面に咲き乱れ、見学に訪れた人たちの目

を楽しませてくれました。

スイセンは、地元の「西布施鹿の子百

合根生産組合」が輪作対策として、昭和

を気持ちよさそりこ泳いていました。 一唱
・ ー『亀担唱旨

最後に、市長からごほうびのプレゼン

トをもらい、園児たちは大喜びしていま

した。

a 

はばたけ

2000年国体の主役たち
魚津市スポーツ少年団の総合結図式が、

4月10日、市総合体育館で行われました。

今年度の登録団員は サッカー・野球

など13種目、 49団、 942名です。

ユニホーム姿の団員たちは、団旗を先

頭に力強く入場行進。各団の代表が団紹

介をした後、魚津ラグビースポーツ少年

団主将の中島和人君が、 「友情を大切に

1年間がんばります」と元気に誓いの言

葉を述べました。



.、?'
あのベ

このク仏
五
・
七
・
五
に
魅
せ
ら
れ
て

主
ロ
見
城
俳
句
会

「
喜
見
城
俳
句
会
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
M

年
に
俳
句
好
き
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
同
人
誌

を
発
行
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
喜
見
城
は

同
人
誌
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
、
屡
気
楼
の
別

名
で
す
」
と
話
す
の
は
、
現
在
俳
句
会
を
主
宰

す
る
長
沼
紫
紅
さ
ん
。
同
人
誌
は
、
俳
句
会
の

雑
誌
と
な
っ
て
続
い
て
お
り
、

5
月
号
で
通
巻

5
3
3
号
に
な
り
ま
す
。
題
字
・
表
紙
絵
・
カ

ッ
ト
は
、
当
時
交
流
の
あ
っ
た
棟
方
志
功
の
も

の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
中
に
、
見
た
ま

ま
感
じ
た
ま
ま
を
い
か
に
表
現
す
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
。
物
を
よ
く
見
る
こ
と
で
、
今
ま
で
と
違

っ
た
新
し
い
発
見
が
で
き
ま
す
」
と
そ
の
魅
力

を
語
る
会
員
の
み
な
さ
ん
。
喜
見
城
俳
句
会
に

は
、
現
在
市
内
を
中
心
に
約
1
8
0
人
の
会
員

が
お
り
、
月
1
回
の
定
例
会
を
は
じ
め
、
新
年

句
会
、
花
見
句
会
、
一
泊
練
成
会
な
ど
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

「
俳
句
は
、
き
ま
り
さ
え
守
れ
ば
誰
に
で
も

詠
め
ま
す
。
魚
津
で
育
っ
た
喜
見
城
の
灯
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
も
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち
に

参
加
し
て
欲
し
い
」
と
話
す
長
沼
さ
ん
。

俳
句
会
で
は
、

4
月
M
日
に
会
員
の
協
力
で
、

「
霊
気
楼
句
碑
」
を
埋
没
林
博
物
館
前
庭
に
建

立
し
ま
し
た
。
句
碑
に
は
、
女
流
俳
人
の
第
一

人
者
岡
本
降
さ
ん
の
句
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

はよく仕事を捜しに行ったり、旅行したりして転々

と移動しましたから White Castleのハンパーカ、、ー

は人気がありました。

なるほど、日本にもこのょっな食べ物の歴史があ

ります。例えば、絡は昔の中国から来ました。中国

人は生魚をご飯の中に入れて、二か月以上そのまま

に発酵させました。後でご飯を捨てて、ピクルスづ

けにした魚を食べました。この作り方は、弥生時代

に日本に入りました。

だけど、人々は食べ

物の歴史を忘れて、絡

は日本的な料理に、ハ

ンバーガーはアメリカ

的な料理になりました。

今度、この鰭とハンパ

ーカ。ーの歴史を覚えて、

楽しんでください。

Bon appetitノ

キャシィーのう窃ヲ目認
(魚津市国際交流員 キャサリン・ピータース)

この問、東京に行ってきました。東京では暖かい天

気と桜を楽しんで、広尾ではとてもおいしいハンバー

ガーを食べてきました。マクドナルドのようなハンバ

ーガーじゃなくて、本当においしいハンノくーガーでし

た。実は、日本にいる聞にハンバーガーはあまり食べ

ないし、アメリカにいる問にもあまり食べません。

多くの人は、ハンバーガーがアメリカの発明だと思

うかもしれないけど 実際にはドイツから来たらしい

です。(ハンブルグという町から来たらしい。)

1870年代前に、アメリカ人は牛肉をあんまり食べな

いで、豚肉をよく食べました。この後、アメリカの西

部の発展と冷蔵貨車の発明がありましたから、西部の

広い平原で牛を飼育できて またアメリカの東部まで

牛肉を輸送できました。第二次世界大戦の前にWhite

Castleというレストランは、パン二枚の中にハンバー

ガーをいれることを始めました。この頃、アメリカ人

自



青
春
い
き
い
き
こ
の
春
、
専
門
学
校
を
卒
業
し

て
新
川
ヴ
イ

l
ラ
の
寮
母
に
な
り

ま
し
た
。
高
校
時
代
に
里
孫
を
し

て
い
た
経
験
が
あ
り
、
将
来
は
お

年
寄
り
の
お
世
話
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
で

の
仕
事
は
、
入
浴
や
介
添
え
な
ど

思
っ
た
よ
り
大
変
で
す
が
、
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
入
所
し
て
い

る
方
と
は
、

一
日
一
回
は
顔
を
あ

わ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
。
洋
楽
の
バ

ラ
ー
ド
系
が
好
き
で
す
。

な
お

え

尚

恵

さ

ん

(
天
神
野
新
加
歳
)

新
川
ヴ
イ

l
ラ
寮
母

関
口

一
元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

横
田

将
樹
く
ん

梨
奈
ち
ゃ
ん
吉
島

経
団
中
町

住
田

(
沼
徳

・
美
幸
さ
ん
夫
妻
の
長
男

平
成
4
年

7
月
初
日
生
ま
れ

(豊

・
千
昌
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

平
成
4
年
8
月
ロ
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

素
直
な
元
気
な
子
に
育
っ
て
く

だ
さ
い
。

《
お
母
さ
ん
の
て
一
一
一
口
》

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
く
だ

さ
い
。

認に鼠箇おもυさき宙科....e

春、ホタルイカの漁のシーズンが始まるとともに、

産卵のため海から川へ棚上するイトヨたちが、沿岸

に姿を現し始める。

ちょうど今頃(5月)、下流域の小川に入り込んだ

親魚たちの子育ては、最盛期である。雄は水田や小

川の泥底に水草などを集めて巣を作り、雌を誘い産

卵させる。その後も、卵や子魚の世話を行うおもし

ろい習性を持っている。そのためか、この魚、のファ

ンもなかなか多い。やがて夏になれば¥元気に育っ

た子供たちは海.へ下って行き そこで親に成長して

イトヨは、海と川を往復するものと、川にとどま

っているものがあり、富山県で見られるものは降海

型といわれる前者である。しかし、最近では、かつ

て子育てが見られた水田や小川にも姿が見えず、「幻

の魚」となりつつある。魚津市内の河川でも、この

魚を見つけるのは難しい。

そのため近年各地で、この興味あるイトヨの保護

活動が盛んになっていできる。

(イラスト ・文 魚津水族館)

ヨ卜イ

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

muμ
1
2
4
0
2
 

|

|
5
月
の
行
事
1

1

女
こ
ど
も
の
日
の
集
い

5
日
(
祝
)
午
後
2
時
1

友
だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し
て
ね
。

す
輸
な
げ
大
会

日
日
(
日
)
午
後
2
時

1

※
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ノ

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民

の
祝
日
(
子
供
の
日
を
除
く
)

市

民

会

館

催

物

8
2
1
1
3
0
2
 。
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悩

一
話
料
の
方
へ
商
工
業
振
興
資
金

市
で
は
、
小
規
模
商
工
業
者

な
ど
の
方
の
経
営
安
定
の
た
め

一
時
的
に
必
要
な
つ
な
ぎ
資
金

な
ど
の
融
資
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

融
資
対
象

市
内
で
一
年
以
上
継
続
し
て

営
業
し
て
い
る
、
従
業
員
初
人

(
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

5
人
)

以
下
の
小
規
模
事
業
者
で
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

融
資
条
件

・
資
金
使
途

・

限

度

額

事
業
資
金

2
0
0
万
円

-
融
資
期
間
六
カ
月
以
内

・
融
資
利
率
年
3
・
6
%

・
保
証
人
、
償
還
方
法
等

金
融
機
関
に
よ
り
ま
す
0

.
取
扱
金
融
機
関

北
陸
銀
行
、

富
山
銀
行
、

富
山
第
一
銀
行
、
石
川
銀
行
、

新
川
水
橋
信
用
金
庫
、

富
山

県
信
用
組
合
の
市
内
本
庖
及

び
各
支
庖

・
融
資
申
込
取
扱
金
融
機
関

・
間
合
先
市
商
工
観
光
課
商

工
労
働
係
岱
お
1
1
0
2
5

及
び
取
扱
金
融
機
関

消
防
本
部
・
予
防
課
か
ら

危
険
物
取
扱
者
試
験

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
等
の

取
扱
資
格
の
取
得

・
試
験
日

6
月
日
日
(
日
)

・
種
類
甲
種
・
乙
種
全
類

丙
種
魚
津
工
業
高
校
ほ
か

5
月
9
日
(
8
1
日
日
丞

-
場
所

・
受
付受
験
の
た
め
の

準
備
講
習
会

-
講
習
日
丙
種

5
月
日
日
附

怨
凶

E
0
2
9
5

場

乙
・
甲
種

5
月
刊
日
(
さ

5
月
初
日
(会

魚
津
勤
労
者
会
館

所

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

-
講
習
日

乙
種

6
月
幻
日
(
水
)

甲
種

6
月
お
日
(
木
)

M
日
(
金

魚
津
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

5
月
初
日
(
会
1

6
月
日
日
(
土
)

場

所

-
受

付

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
受
付

6
月
1
日
j

m
日

納
付
期
間

添
付
書
類

①
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
騰
本

②
付
近
見
取
図
、
公
図
、
建
物

配
置
図

③
土
地
改
良
区
の
同
意
書

④
農
家
・
分
家
住
宅
の
場
合
は
、

所
有
農
地
一

覧
図

⑤
そ
の
ほ
か
必
要
書
類

申
請
さ
れ
る
方
は
、

書
類
を

作
成
す
る
前
に
希
望
場
所
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
・
間
合
先

市
農
業
水
産
課
振
興
係

告
お

|
1
0
3
2

桃
山
運
動
公
園

5
月
休
園
田

ゴ
ー
ル
デ
ン
、
ウ
ィ
ー
ク
の
た

め
、
桃
山
運
動
公
園
は
次
の
と
お

り
休
園
と
な
り
ま
す
。
6
月
か
ら

は
通
常
ど
お
り
毎
週
火
曜
日
と

祝
日
の
翌
々
日
が
休
園
日
で
す
0

・
休
園
田

5
月

2
日
・

6
日

9
日
1
ロ
日
・
げ
日

M
日
・
出
日

・
間
合
先

野
球
場
(
g
n
1
0
0
7
7
)

競
技
場
(
g
n
l
8
2
8
2
)

梨の大敵「赤星病」を媒介する
・貝塚イブキ)

・玉イブキ}類を植樹しないで/

・ビャクシンj

他の樹木への切り替えにご協力くた‘さい。

市農業水産課・下野方梨組合

十電鉄~埋魚津没 林 250円

水~族埋館没林 200円

J R駅埋前没林 200円

電鉄~魚水津族館 170円

o運行時間
電鉄魚津 J R駅前 埋没林 水族館 電鉄魚津

10: 10 →10:15 日10:22 →10:30 ~ .):36 

12: 10 →12: 15 円12:22 →12:30 同12:36

14:27← -14: 22← ト-14:15← -14: 10← ト14:00

15:27← f--15: 22← ト-15:15← -15: 10← ト15:00

など
お気軽にどうぞ

f!0764--21--6121 

お米の安定供給のために

「お米110番」をつくりました
.売りおしみや高値販売

・輸入米のおいしい食べ方

.お米の供給量

富山食糧事務所



エ
イ
ズ
に
関
す
る

相
談
・
模
査

(
魚
津
保
健
所
か
ら
)

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す

随
時
(
電
話
も
可
)

毎
週
月
曜
日

午
後
1
時
j

4
時

・
検
査
手
数
料

2
、
6
9
6
円

.
検
査
結
果

2
週
間
後
に
結
果
が
で
ま

す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
ご
本
人
が
来
所
さ
れ

た
場
合
の
み
お
知
ら
せ
し
ま

す。

(
電
話
で
の
結
果
報
告

な
ど
は
い
た
し
ま
せ
ん
。)

※
間
合
先
魚
津
保
健
所
保
健
予
防
課

(
mu
M
|
0
3
5
9
)
 

-
相
談
日

・
検
査
日

iご寄付ありがとう
ございましだ く敬称船

砂善意銀行へ

本江保育園母の会

高島あや住吉

(有)三井自動車友の会

5
月
ロ
日
は

看

護

の

日

5
月
8
日
j

M
日
は

看

護

週

間

看
護
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め、

次
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
0

・
日
時

5
月
8
日
(
日
)

午
前
日
時
i
日
時

・
場
所
サ

ン
プ
ラ
ザ

3
F

イ
ベ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー

・
内
容

健
康
相
談
、
血
圧

・

血
糖
測
定
、
介
護
用
品

展
示
、
白
衣
姿
で
写
真

撮
影
、
み
そ
汁
の
塩
分

測
定
(
み
そ
汁
を
約
印

∞
持
参
く
だ
さ
い
)

・
間
合
先

富
山
労
災
病
院

(
a
n

i
l
2
8
0
)
 

身
体
障
害

1
・2
級
の
方
に

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

無
料
配
布

-
配
布
数

・

期

限

・
申
込
先

一
人
初
枚
ま
で

5
月
訂
日
(
さ
ま
で

各
郵
便
局

な
く
そ
う

水
の
事
故

こ
れ
か
ら
は
、
川
や
用
水
の

水
が
増
え
、
た
い
へ
ん
危
険
な

季
節
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
雨
の
降
っ
た
後
は
水

か
さ
が
増
し
、
流
れ
も
速
く
な

り
ま
す
。

川
や
用
水
に
近
づ
か
な
い
、

子
ど
も
だ
け
で
は
行
か
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

10，000円

5，515円

天神町'新

3，000円

魚津第二保育園職員一同 5，000円

米国信義上口二丁目 50，000円

金三津市雄港町 30，000円

伊藤麗子島尻 50，000円

久崎清司浅生 50，000円

長谷川益雄黒部市 30，000円

佐々田哲夫 10，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

匿名 1，000円

岡本 賢三友道 1区 100，000円

黒瀬ファミリー 相木 3，000円

黒田こと弥源寺 10，000円

筒)魚津鋲金古島 5，000円

石井正造本江 100，000円

魚津市勤労青少年ホーム友の会 5，000円

=電話情報=

1 
券

1 

酬情勢
l
券
1
1
i
券

十
文
化
勲
賞
受
賞
者

寸

金
子
鴎
亭
再

一
書
家
の
金
子
鴎
亭
氏
が
色

明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

常
市
で
は
、
日
月
に
開
館
す
る
新
川
文
化
ホ

l
ル
(
仮
称
)
に

す
展
示
し
市
民
の
皆
様
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ホ

作
品
寄
贈

4

望
s
思
で
パ
筏
字
、
，
・
1
叉
す

卒
争
板
旬
ダ
与

一
一
保
小
舟
f

J

Z

一日付訪
日

外3点

で

円
よ
4

じ
よ
A

，

ヤ

重

畳

に

枝

さ

し
交
す
谷
氏
一
ゆ

ヤ

振

仰

ぎ

見

る

一
一
僚
の
寄

ト

昭

和

五

十

三

年

六

月

於

西

丹

沢

に

山

女

を

釣

る

鴎

亭
J

EN--長
!
餐

i
者
l
者
l
h曾
i
品
FI--u管
1
l
長
1
i
長
1
i

者
!
長

fL
E

.市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

.キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー.水族館無料休恕所

.求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金・土)ft24 -8841 

.税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

5月のテーマ

(月) 肺気種と喫煙

(火) 声変わりしない男の子の場合

(水) 幼児の関節の外れ

(木) 歯の神経の治療

(金) においがしなくなる

(土・日)c型肝炎のインターフェロン療法



三

館

コ

ア一書ー一
問
図
p
m

5月の日曜開館

8日・ 22日

翌月曜日は休館です。

休
館
の
お
知
ら
せ

5
月
初
日
(
月
)
か
ら

6
月

9
日

(
木
)
ま
で
、
本
の
整
理
の
た
め
休

館
し
ま
す
。

な
お
、

5
月
初
日

(
日
)
は
定
期
休
館
日
で
す
。

ゆ
っ
く
り
と

各

駅

停

車

本

の

旅

・

・

・

②

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

日
本
が
変
わ
る
、
会
社
が
変
わ
る

田
原
総
一
朗

き
っ
と
完
走
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン

B
O
O
K

小

松

美

冬

ア
ジ
ア
を
読
む
地
図
大

薗

友

和

イ

ン

ド

宮

廷

絵

画

畠

中

光

享

新
し
い
女
ア
グ
ネ
ス

・
チ

ャ
ン

危
機
の
政
治

・
予
見
の
政
治

伊

藤

昌

哉

日
本
の
頭
脳
間
人
先
端
人
編
集
部

〈
文
学
・
小
説
〉

や
じ
う
ま
歳
時
記
ひ
ろ
さ
ち
ゃ

セ
イ
ロ
ン
亭
の
謎

思
い
出
そ
っ
く
り

リ
フ
レ
イ
ン

畳
一
校
す
る
お
化
け

カ
ー
テ
ン
コ

l
ル

ば
な
な
の
は
な
な

怪
談
の
道

さ
ら
ば
会
社
人
間

品

川

ン

k
i
H
J
I
-
-

レ」
I
l
k
- 平

岩

り

校

出
久
似
達
郎

柏

木

淑

ん

曽

野

綾

子

神
津
カ
ン
ナ

吉
本
ば
な
な

内

田

康

夫

佐

高

信

吉
永
み
ち
子

〈
富
山
の
本
〉

は
た
る
い
か
の
は
な
し
〔
杵
者
寄
贈
〕

吊旧

4
1

朱弘
Y

Z
ゐ

1

・t
r

B

h

M

H

合
同
句
集
未
知
草
〔
寄
附
〕

未
知
草
句
会

富
山
県
庁
美
術
品
選
集
美
と
の

語
ら
い

H

〔山丸山附
〕

〈
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
〉

世
界
の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち

全
ロ
枚

マ
ジ

ッ
ク

ド
リ
ー
ム
ズ

・
カ
ム
・
ト
ル

l

ア
イ
ボ
リ

l
H

今

井

美

樹

細
川
た
か
し
全
曲
集

貸
し
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま

で
(
∞
は

1
週
間
)
で
無
料
で
す
。

桜
井
礼
子
さ
ん

陽
子
ち
ゃ
ん
(
3
歳
)

友

道

埼
玉
県
桶
川
市
か
ら
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が

3
歳
を
過
ぎ
て
時
間

の
ゆ
と
り
が
で
き
、
読
書
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
説
や
エ

ッ
セ
イ
が
好
き
で
す

が
、
昔
読
ん
だ
本
を
読
み
返
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

白
洲
正
子
の
「
夕
顔
」
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。

読
み
た
い
本
は
リ
ク
エ
ス
ト
を

し
て
取
り
寄
せ
て
も
ら
え
る
の
で

不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
が
、
本
が
も

っ
と
、
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

っ
し
ょ
に
フ

月
の
お
し
ら
せ
¥

印
日
(
火

工
作
い
も
む
し
く
ん

映
画
青
い
鳥

工
作
と
び
だ
す
カ
ー
ド

午
後
4
時
1

幼
児

i
小
学
生

げ
日
(
火
)

μ
日
(
火
)

対と

象き
園
自
国
箇
詣
麿

戸
島
家
文
書
研
究
会5
月
日
日
(
月
)

初
日
(
月
)

古
文
書
解
読
会

5
月
日
日
(火

草
が
な
読
書
会

5
月
M
日
(
火
)

時
事
英
語
を
読
む
会5
月
日
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会

5
月
辺
日
(
日
)

漢
詩
鑑
賞
・
創
作
の
会
5
月
幻
日
(
金
)

朗
読
録
音
研
修
会

5
月
凶
日
(
火
)

い
ず
れ
も
午
後

1
時
初
分
か
ら
。

「
源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会
」
と

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
の
み
午
前

叩
時
か
ら
。

編

集

後

記

本紙は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。

長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し

た
「

Y
」
に
か
わ
り
、
私
「

S
」
が
新

た
に
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
は
ど
素
人
。
ぎ
こ
ち
な

い
手
つ
き
で
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
や
っ

て
い
る
、
う
さ
ん
く
さ
い
男
が
い

れ
ば
私
で
す
。

先
輩
の
尻
に
く
っ
つ
い
て
、
あ

っ
と
い
う
聞
の
一
ヵ
月
で
し
た
が
、

い
つ
か
自
分
な
り
に
問
題
提
起
で

き
る
よ
う
な
紙
面
が
つ
く
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
お

邪
魔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「
Y
」
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(
S
)

先
日
、
取
材
で
生
涯
学
習
教
室

に
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
。
ど
の
教

室
で
も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
を

見
て
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思

い
ま
し
た
。

趣
味
と
い
わ
れ
る
も
の
は
人
に

よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
楽
し

む
こ
と
が
一
番
。
楽
し
み
が
あ
る

か
ら
こ
そ
長
続
き
す
る
し
、
進
歩

も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
の
編
集
も
楽
し
み
な
が
ら

ゃ
れ
た
ら
最
高
な
ん
で
す
が
、
実

際
は
苦
し
み
の
連
続
。
新
し
い
ス

タ

ッ
フ
で
の
第

1
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

(I
)

血
印刷/魚津印刷株式会社

(平成6年3月31日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，599人(一112)
(女)25，533人(-32) 

計約，132人(一144) 

世帯数 14，504世帯

(外国人の登録を含む)

‘市の人口

編集/企画広報室


